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第6図 重みつき継続時間分布
4 おわりに
車の値は砂崩れのときに減衰があると変わることが知られている. Christeinsen-Bak-
01ami【41の地産の B-Kモデルでのシミュ.レーションでは,減衰を考慮に入れることによ
り,車の値は1.8から0.5迄変化することが知られている.また入力のノイズが大きくなる
と砂崩れの間の干渉効果によっても変化することが,Hwa-Kardar【5】によるシミュレーショ
ンで確かめられている.私達のモデルでもこの傾向があることが確かめられた.
SPCはまきつやピン止めの効果のため,準安定の状態が多数あり,外場に対 しヒシテリシ
スの為る系を理解するために役に立つと思われる.今後の研究の発展が期待される.
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